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1. 調査団員氏名、所属

1-1 基本設計調査

1) 団長／松本　賢二

Leader, Kenji MATSUMOTO

国際協力事業団 モンゴル事務所長

Resident Representative JICA Mongolia Office

平成 12年 6月 14日～6月 20日

2) 業務主任／運営･維持管理／久賀　伸生

Project Manager / Operation and Maintenance Planner, Nobuo KUGA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 4月 13日～6月 21日

3) 電力供給計画 (1)／佐藤　義雄

Power Supply Planner　I, Yoshio SATO

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 4月 13日～6月 21日

4) 電力供給計画 (2)／河辺　達雄

Power Supply Planner　II, Tatsuo KAWABE

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 5月 1日～6月 21日

5) 機材計画 (1)／林田　賢一

Equipment Planner I, Kenich HAYASHIDA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 4月 13日～6月 21日

6) 機材計画 (2)／岩元　伸一

Equipment Planner II, Shinichi IWAMOTO

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 5月 1日～6月 21日
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7) 機材計画 (3)／豊島　幸雄

Equipment Planner III, Yukio TOYOSHIMA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 5月 1日～6月 21日

8) 荷宮　仁樹 積算／調達計画

Cost and Procurement Planner, Masaki NIMIYA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 5月 1日～6月 7日

9) 通訳（モンゴル語）／吾孫子　さなえ

Interpreter, Sanae ABIKO

平成 12年 4月 13日～6月 21日

1-2 基本設計調査概要説明

1) 団長／松本　賢二

Leader, Kenji MATSUMOTO

国際協力事業団 モンゴル事務所長

Resident Representative JICA Mongolia Office

平成 12年 8月 16日～8月 29日

2) 業務主任／運営･維持管理／久賀　伸生

Project Manager / Operation and Maintenance Planner, Nobuo KUGA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 8月 16日～8月 30日

3) 機材計画 (1)／林田　賢一

Equipment Planner I, Kenich HAYASHIDA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 8月 16日～8月 30日
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4) 荷宮　仁樹 積算／調達計画

Cost and Procurement Planner, Masaki NIMIYA

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

Pacific Consultants International

平成 12年 8月 16日～8月 30日

5) 通訳（モンゴル語）／吾孫子　さなえ

Interpreter, Sanae ABIKO

平成 12年 8月 16日～8月 30日
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2-3 基本設計調査概要説明

番号 月　日 官団員 宿泊地 コンサルタント団員A班 宿泊地

1 Aug-16 成田 –  関西 － ウランバートル（UB） UB

2 17 MOIDへの表敬および
ドラフトレポートの説明

UB JICA、日本大使館、MOID表敬および
ドラフトレポートの説明

UB

3 18 MOIDとドラフトレポートの協議 UB

4 19 内部打合せ UB

5 20 内部打合せ UB

6 21 MOIDとドラフトレポートの協議 UB

7 22 MOIDとドラフトレポートの協議 UB

8 23 MOIDとM.O.Mの協議 UB

9 24 団内打合せ MOIDとM.O.Mの協議 UB

10 25 MOIDとM.O.Mの協議 UB

11 26 内部打合せ UB

12 27 内部打合せ UB

13 28 M.O.M締結 M.O.M締結 UB

14 29 日本大使館への報告 JICA、日本大使館への報告 UB

11 30 ウランバートル – - 成田

＊ 2000年 8月 28日付で省庁新組織名に変更。
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3. 相手国関係者リスト

日本国側

3-1 日本国関連

機関名 役職名 氏名

在モンゴル

日本大使館

三等書記官 藤本洋

国際協力事業団

モンゴル事務所

参事 江川敬三

3-2 モンゴル国関連

県名（Aimag) 役職名 氏名

ウランバートル

(Ulaanbaatar)

インフラ開発省戦略計画政策局局長

インフラ開発省政策実施調整局局長

インフラ開発省戦略計画政策局副局長

インフラ開発省政策実施調整局担当官

インフラ開発省局長

エネルギー管理局

エネルギー管理局

エネルギー管理局

対外関係省貿易経済協力局局長

対外関係省貿易経済協力局副局長

対外関係省貿易経済協力局担当官

対外関係省貿易経済協力局担当官

財務省財政政策局

Mr. R. Bud

Mr. B. Batjav

Mr. G. Damdinsuren

Mr. Samballkundev

Mr. Sukhbaatar

Mr. Ariunbold

Mr. Nyamsuren

Mr. Unen

Mr. A. Munkhbat

Mr. D. Davaasambuu

Mr. L. Davaajargal

Ms. L. Nasanbuyan

Ms. Gerelmaa

バヤンホンゴル

(Bayankhongor)

移動修理班担当 Mr. Mandah

バヤンウルギー

(Bayan-Ulgii)

インフラ開発担当 Mr. Sh. Serkbol

ドルノド

(Dornod)

県副知事

計画・経済・財政・局長

エネルギー・インフラ担当

Mr. D. Baaturkhuyag

Mr. M. Baljinnyam

Mr. J. Dulamjav

ドルノゴビ

(Dornogovi)

県知事

経済政策部インフラ担当

緊急対策本部

Mr. L. Ishdorj

Mr. O. Uhnaa

Mr. J. Auyush
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県名（Aimag) 役職名 氏名

ドンドゴビ

(Dundgovi)

総務部長 Mr. S. Purevsuren

ゴビアルタイ

(Govi-Altai)

発電所長 Mr. Khishigkhuu

ホブド

(Khovd)

移動修理班担当 Mr. Lhagva

ウムノゴビ

(Umunogovi)

インフラ開発担当 Mr. B. Otgonbayar

ウブス

(Uvs)

インフラ開発省投資担当 Mr. Gankhuyag

ウブルハンガイ

(Uvurkhangai)

インフラ開発担当 Mr. Badrakh
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5. 収集資料一覧

番号 資料名 発行（者）機関 発行年月 形式

1. “エネルギーマスタープラン”
最終報告書 Vol. 1概要

ADBの資金協力 1996年 1月 コピー

2. モンゴル国　エネルギー法 1995年 12月 コピー

3. モンゴル国　統計資料 1998年版 オリジナル

4. 対象村落調査資料 オリジナル

5. モンゴル国　人口統計資料
2000年度版

統計局 コピー

6. Mongolia Dambyn
Galsandorj

1995年 オリジナル

7. Mongolia’s Wild Heritage Ministry for
Nature and the
Environment

1996年 オリジナル

8. Information of Mongolia The Academy of
Science MPR

1990年 オリジナル

9. 1／500,000地形図　（18枚） Defence Mapping
Agency Aerospace

Center, USA

1989年 オリジナル

6. 既存発電機使用燃料の成分分析結果

- 比重（15℃） g／cm3 0.822

- 引火点 ℃ 49

- 流動点 ℃ -30

- 動粘度（50℃） mm2／s 1.463

- 水分 ％v／v 0.00

- 灰分 ％m／m 0.001

- イオウ分 ％m／m 0.14

- 発熱量（推定） J／g 43040

- セタン価 47.5
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